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※フォーラムの全体概要については、http://www.yamanohi.net/forum.php を 

ご覧ください。 

 

全国「山の日」フォーラム  シンポジウム  プログラム 
                                       
                    
○シンポジウム会場 ： 東京国際フォーラム D５会場（着席２００名） 
 

 １．１日目 3 月 28 日（土）プログラム 
 
   メインテーマ：「山の日」と「地方創生」 
 

12：25  主催者挨拶 
12：30 A：第一部「山の日」から地域の活力が生まれる 

１）エコツーリズムでつなぐ山の恵みと人  （30 分） 
講演者：松田 光輝  知床ネイチャーオフィス代表 
         日本エコツーリズム協会理事 

２）ロングトレイルのすすめ        （30 分） 
講演者：中村 達 日本ﾛﾝｸﾞﾄﾚｲﾙ協議会代表委員 

３）滞在型利用と外国人の受け入れ     （30 分） 
講演者：上條 敏昭 上高地町会長 

14：05 パネルディスカッションと質疑応答（座長＋講演者） 
           座長：渡邊 法子  アイ・エス・ケー合同会社 代表 

 14：45  第一部終了 
                  休憩 (聴講者入替) 
 

15：15  主催者挨拶 
15：20 B：第二部「山の日」から「新しい森林の創生」が見える 
    １）百年の森林づくりから始まる地域づくり （30 分） 
             講演者：上山 隆浩 岡山県西粟倉村 産業観光課長 
    ２）森林セラピーのすすめ         （30 分） 
       講演者：今井  通子 森林ｾﾗﾋﾟｰｿｻｴﾃｨ前理事長 
    ３）森・川・里から見る森づくり 

視覚障害者のための『森の探検隊』      （30 分） 
       講演者：川又 正人 岩手県盛岡市在住 林業家 
16：45 パネルディスカッションと質疑応答（座長＋講演者） 
        座長：宮林 茂幸  東京農業大学教授 
17：25 第二部終了 
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 ２．２日目 3 月 29 日（日）プログラム 
 
   メインテーマ：「山の日」と「山と自然の安全」 
 

12：25  主催者挨拶 
12：30 C：第一部「山の日」から「安全のための地域整備」を考えよう  

 １）山岳遭難救助の現場から        （30 分） 
講演者：宮﨑 茂男 長野県警察山岳遭難救助隊長 

 ２）登山届の現状とこれから        （30 分） 
講演者：杉下 尚 岐阜県危機管理部防災課救助・防災対策監 

 ３）消防防災ヘリコプターによる山岳救助（仮題） （30 分） 
講演者：中山 義明 長野県消防防災航空隊消防隊長  

14：05 パネルディスカッションと質疑応答（座長＋講演者） 
         座長：渡邉 雄二 国立登山研修所 所長 

           14：45  第一部終了 
                          休憩（聴講者入替） 
 
15：15  主催者挨拶 
15：20 Ⅾ：第二部「山の日」から「安全のための知識と方法」を考えよう 
    １）子供達の自然体験活動と安全対策     （30 分） 
             講演者：石井  弘之 成城学園中学校高等学校 校長 
    ２）登山者に必要な体力とﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ          （30 分） 
       講演者：山本  正嘉 鹿屋体育大学教授 
    ３）山と自然の危険を考えよう             （30 分） 
       講演者：飯田  肇  富山県立山ｶﾙﾃﾞﾗ砂防博物館 学芸課長 
16：45 パネルディスカッションと質疑応答（座長＋講演者） 
         座長：村越 真 静岡大学教授 
17：25 第二部終了 

 
 
○応募方法：「山の日」協議会ホームページに掲載している、所定の申し込み用紙に必要 

事項を記載の上、メール、または FAX で、全国「山の日」フォーラム運営 
事務局宛送付ください。申し込み確定の予約証を返送します。 

 


